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大地震、巨大台風、
火山噴火、洪水など

天災に見舞われ
たとき

ペットの命を守る
のは飼い主

＊尚、一定の条件下で猫を動物愛護センターに引き取っていただくこともできます

ので、その場合は青葉福祉保健センター生活衛生課にお問い合わせください。

平成２４年度
第１１回 定期総会開催

とき 平成２４年５月３１日(木)
午後２時～３時

受付 午後１時４０分から
ところ 青葉区役所３０４会議室

●会長・会計・事務局長が任期満了につき
交代となり新規役員の承認が行われます

●平成23年度決算・事業報告
●平成24年度予算。事業計画など

会員の皆様のお力で当会は運営を
行っております

ご理解のうえぜひ定期総会や各事業への
参加をお願いいたします

総会当日会場にてオリジナルグッズ販売も行います

（例）

突然の災害で避難しなくてはならないとき、飼っている動物

は飼い主と一緒に避難すること（同行避難）にしてい
る自治体が増えています。

避難後は、混雑する避難所で一緒に生活するか、動物を仮設

のシェルターに預けることになりますが、いずれも普段の生

活環境とはかけ離れた状況で、知らない人や動物と一緒に暮

らすことを余儀なくされます。 人は理性で状況を理解でき

ますが、動物は住み慣れた環境から離された理由もわからず、

そのストレスは相当大きいものです。

普段から万一に備え、移動用ケースやキャリーバッグに慣ら

したり他の動物とつきあえる社会性を身につけさせたりして

おきましょう。

不妊・去勢手術 をしておくと、避難所やシェルター

での性的ストレスを軽減することができます。また、人手も

物資も不足しがちなシェルター運営を円滑にし、収容された

動物がより快適に過ごせることにもなります。

飼っている動物が飼い主の元から離れてしまった場合、

野外での繁殖を防止することもできます。

最低でも５日分
救援物資はすぐには届きません

ペットシーツや

フン・尿の

処理用具

リード

ペットの写真（迷子さがしのポスターを作らなくては

ならないときのために）

健康の記録（ワクチン接種状況、治療中ならその内容）

キャリーケースや サバイバルサック（１匹に１つずつ）

ふだんから寝場所の一つに

すればいざという時

ストレスが減らせるよ

病院に行くときにも

便利な布製バッグ

作り方は捨猫防止会H.P.をみてネ

http://www.sutenekoboushikai.com
マイクロチップや迷子札の装着など飼い主の明示を徹底しましょう

春から夏に向かうこれからの季節
親からはぐれてないている子猫を見かけたり 、

エサを与えている外猫がある日突然子どもたち

をつれてきて驚くと言う経験をお持ちのかたも多

いと思います 。保護した猫を家族の一員として迎

え入れる 、又は里親さんを探したいという意思を

持たれたとき 、先住猫との関係 、信頼できる里親

さん探しのポイント 、お困りごとなどどうぞお気軽

に当協議会にご相談ください。

又 、 少 し育 ってきた子猫の避妊 ・ 去勢手術のた

めの捕獲のお手伝いもいたしますので、早い機会

にご連絡ください。

子猫を放置するとねずみ算式に増え続けるこ

とは皆様ご承知の通りです 。子猫だと思ってその

ままにしている内に増え始め 、メス猫は １年に ２～

３回も出産できる動物なのです。

当協議会のスタッフは、猫と人が寄り添って優し

い気持ちで暮らせる青葉区をめざし頑張っていま

す。

理事 山下 理恵子

協議会事務局 PHS:080-3497-2049・045-978-4976
URL http://www.neko-kyo.com

発行者

第１９号 会長 馬場和清

平成２４年５月１１日発行
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麻生署は 廣瀬勝海容疑者を
「動物愛護法違反」の疑いで逮捕！

2011 年 11 月 10 日

その容疑は
自宅アパート２階から猫を放り投げた後、

頭を踏みつけるなどして殺したほか、自宅近
くの路上から鶴見川に投げ捨てて殺したとし
ている。
廣瀬はインターネットの里親募集サイトを

通じ２０匹以上の猫を入手。「殺すつもりで
もらった。一人で生活することの不満や仕事
のストレス発散で何匹か殺した。」と供述し
ている。(神奈川新聞配信)
虐待が確認された猫たちは現時点では７匹

だが、以前から野良猫を捕まえては虐待して
いたらしい。

廣瀬容疑者に猫を渡した人たちは、猫の幸
せを願っていたはず・・・
動物たちの命の尊さを感じつつ保護活動に責
任を持ちたいものです。

御約束書を作成
して署名捺印し
て頂くのもよい

方法です！

猫の幸・不幸は飼い主次第で決まります

子猫の育成助成金交付について

皆様のご努力により避妊・去勢手術が順調に
行なわれてきた一方で、相変わらず収容される
子猫も後を絶ちません。
そのような子猫を育てて新しい飼主を探すため
には、避妊・去勢手術以上に育仔管理や広告な
ど多大な時間、資金と労力を要します。
この制度は、子猫の育成、里親探しに関わり、
日頃からご努力をされているボランティアの方
々に対して微力ながら補助するものです。
また、これを機会に子猫の育成に関わってくださ
るボランティアの方が増えていただけたらと思い
ます。

以下にその受付方法をご案内いたします。

手順

１ ）青葉区ねことの暮らしを考える協議会会員
で、子猫の育成ボランティア活動を日頃から
行なっている個人、団体で助成金交付を希
望する方は登録手続きを行なってください。

２ ）子猫の収容から哺育など育仔管理を行い、
新しい飼主に譲渡が完了した時点で助成金
申請申込書に必要事項を記入の上、事務局
に申請をしてください。

３ ）提出書類を審査の上、助成金を交付いたし
ます。

※ 助成金の適応は収容後１週間以上管理した
猫を対象とします。

※ 登録された個人、団体には収容の依頼があ
る事もご承知ください。

※ 限られた予算ですので、申請された方すべ
てに助成金が交付されるとは限りませんの
でご了承ください。

登録申込書と助成金申請書は事務局にご請求いただく

か、ホームページからダウンロードしていただきますよう

お願いいたします。

以前ある調査によると貰われた猫の３０％は１年
以内にいなくなっているとの事です。

迷子になったらしい

誰かに盗られたらしい

さかりの時に出たまま帰らない

家の事情で飼えなくなった

ミャー子からのおねがい

私達を譲渡する時は一生幸せに暮らせるかどうか
慎重に見極めてネ。
そのために

★家族構成
★家族の中に反対する人がいないか
★家族の中にアレルギーの人がいないか
★お住まいがペット飼育可能か

などなどなど・・・・・・・
詳細にお尋ねしてネ。

あれこれきくと貰ってくれなくなるのでは、といい
加減なところで妥協してしまう人もいます。でも不
確かな人に渡してしまってずっと後悔するよりも、
私達のために勇気を持って上手にお尋ねしてネ。

エサ・トイレの用具・不妊手術
など私達が健康に生きていくた
めにはある程度の費用がかかる
ことも御理解いただいてネ。

お話ししているうちに気持
ちが通じるようになれば、
きっと良い結果が得られる
に違いないわ。


